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は じ め に   

本研究会は、平成16年2月から平成17年2月までの約1年間をかけて、  

児童相談所や児童福祉施設などの児童福祉機関における子ども・家庭に対する  

実態把握・評価（アセスメント）及び児童福祉施設における自立支援計画のあ  

り方について、より精度の高い内容を確保することをねらいとし、検討を進め  

てきた。子どもの健全な育成を図るため、子ども・家庭に対するアセスメント  

の基本的な考え方、アセスメントから自立支援計画策定までの一連の過程にお  

けるアセスメントの活用方法について検討を行うとともに、アセスメント票の  

開発、児童記録票・自立支援計画票様式の改定にも取り組んだ。   

検討にあたっては、厚生労働科学研究と連携し、児童相談所及び児童福祉施  

設の協力を得て実施した2回の試行調査の結果などを踏まえ行った。   

その結果、一定の成果を得ることができたので、ここに本報告書「子ども自  

立支援カイドライン」を作成した。   

本報告書は、児童福祉機関で子どもやその家庭と関わる職員が、子ども・家  

庭のより的確なアセスメントを行い、より適切な自立支援計画を策定するため  

の参考となるように、また市町村が行う児童家庭相談活動に資するよう作成し  

たものである。   

ただし、本報告書において示した内容は、アセスメントや計画策定に必要な  

すべての内容が網羅されているわけではない。一定の水準を確保し、より精度  

の高いアセスメントや計画策定につなげるための基本的な内容について提供を  

試みたものである。調査のあり方、アセスメント票（「子ども家庭総合評価票」）  

及び自立支援計画票などの様式などについては、あくまでも参考である。した  

がって、この点について十分に認識した上で積極的に活用していただきたい。   

すでに、ここに提示した内容以上に精度の高い方法で取り組んでいる児童福  

祉機関や職員については、新たな示唆を与えるものにならないかもしれない。  

また、各地土或社会の特性にあった様式を作成することも必要であろう。しかし  

ながら、実際には十分な取り組みが行われていないことも事実である。   

また、平成16年の児童福祉法の改正により、児童相談所においては、より  

高度な専門的援助が必要なケースを担当することになった。援助を求めてくる  

子どもや家庭の多くは、心に何らかの傷を持っている。それを回復するための  

適切な援助を行うためにも、より精度の高いアセスメントや計画策定が求めら   



れている。児童福祉機関や職員などは、この重要な責務を遂行するためにも、  

本報告書を参考書の1つとして積極的に活用し、一人ひとりの子どもの健全な  

育成を図ってもらいたい。   

最後に、本報告書が、子ども・家庭のアセスメントや支援計画を策定するた  

めの参考書として、児童福祉の関係者をはじめ、保健・医療、心理、教育、司  

法などの関係機関の方々など多くの方々に広く活用され、子どもの健全育成が  

図られることを願っている。   
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